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電線「未接続時」
インジケータ：緑

【施工会社様向け（作業面での特長）】
•ドライバー無しですぐに配線作業ができます。
　ねじ締め作業が無くなり、配線を差し込むだけでブスバーに繋がります。
　※アース配線の作業時間が約1/4に短縮 (弊社調べ【ねじ止めとの比較】)

簡　単

•結線作業は電線(単線)を挿入するだけのため、時間短縮に貢献します。
　増し締めも不要で、ねじ締めのトルク管理や専用工具管理も不要です。省施工

•電線接続状態の表示（インジケータ）により「安心・安全・確実」な作業を実現。
　差し込み結線の不安を解消します。
　※電線が「確実」に接続されてから表示される構造になっております。

見える
安全

アース速結端子台（TPG形）
産業用分電盤等の省施工化に貢献する『アース速結端子台』をご提案！

電線「接続時」
インジケータ：白

ドライバー
不要

ねじ締めタイプ 速結タイプ

速結タイプ

速結

省施工

営業部　〒525-8521 滋賀県草津市野村3-4-1　TEL.(077)562-1215㈹　FAX.(077)562-1213

•ブレーカーの大きさに合わせた寸法サイズで1極25㎜幅で
　設計しています。

省
スペース

•ブスバーへの取付けねじは本体に組み込んでおり、
　ねじの落下の心配がなく、安全かつ効率的に取付けできます。
　※ねじ締めタイプに比べ、取付け作業時間が約1/3に短縮（弊社調べ）

安全
省力化

【盤製造会社様向け（製作面での特長）】

　

『WebEDI』インターネット販売
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戦
に
お
い
て
自
陣
の
旗
印
を
掲
げ
る

の
は
、
自
軍
の
兵
に
居
場
所
を
知
ら
せ

る
目
印
と
な
り
、
集
団
を
統
率
し
や
す

く
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
戦
う
相
手
に

自
分
た
ち
を
知
ら
し
め
、
萎
縮
さ
せ
て

優
位
に
立
つ
効
果
も
あ
る
。
相
手
の
旗

印
を
見
た
だ
け
で
逃
げ
出
し
た
な
ん
て

例
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
だ
▼
そ
ん
な
旗
印
の
な

か
で
最
高
峰
に
あ
る
の
が
、
お
上
が
認
め
た
軍

隊
の
印
と
な
る
「
錦
の
御
旗
」
。
錦
の
御
旗
が

使
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
戊
辰
（
ぼ

し
ん
）
戦
争
だ
。
兵
力
も
圧
倒
的
に
多
く
、
優

位
に
あ
っ
た
幕
府
軍
が
、
維
新
政
府
が
錦
の
御

旗
を
掲
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
攻
撃
を
や
め
て
撤

退
し
、
そ
れ
以
降
、
離
反
も
相
次
ぎ
、
結
果
、

敗
北
に
い
た
る
大
き
な
転
換
期
に
な
っ
た
。
錦

の
御
旗
を
掲
げ
た
こ
と
で
自
ら
の
正
当
性
を
示

し
て
自
軍
の
士
気
を
高
め
、
相
手
を
逆
賊
認
定

し
て
弱
体
化
さ
せ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
官
軍

と
し
て
周
り
か
ら
の
支
持
を
集
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
以
降
の
明
治
維
新
が
う
ま
く
運
ぶ
の

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
戦
と
は
単
に
腕
力
だ
け

で
な
く
、
頭
脳
戦
や
情
報
戦
、
さ
ら
に
は
イ
メ

ー
ジ
戦
略
で
も
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
▼
製

造
業
各
社
は
、
競
合
他
社
と
製
品
の
開
発
販
売

競
争
を
繰
り
広
げ
、
か
た
や
限
ら
れ
た
人
手
や

資
本
の
獲
得
競
争
を
行
っ
て
い
る
。
全
方
位
が

最
前
線
と
な
り
膠
着
し
が
ち
な
中
、
そ
れ
を
打

ち
破
る
カ
ギ
と
な
る
の
が
「
広
報
活
動
」
だ
。

自
ら
の
正
当
性
、
優
位
さ
を
内
外
に
知
ら
し

め
、
人
と
金
が
集
ま
る
環
境
を
作
れ
る
か
ど
う

か
は
広
報
活
動
が
大
き
く
左
右
す
る
。
特
に
人

手
不
足
で
企
業
の
土
台
が
揺
ら
ぐ
中
、
新
卒
・

中
途
問
わ
ず
人
材
を
集
め
て
戦
線
を
維
持
す
る

た
め
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
業
界
内
外
へ
の
広

報
活
動
が
重
要
と
な
る
。
周
り
が
畏
怖
す
る
旗

印
、
は
せ
参
じ
た
く
な
る
よ
う
な
旗
印
を
作

り
、
掲
げ
る
の
は
広
報
の
役
目
。
情
報
を
制
す

る
も
の
が
戦
を
制
す
。

自社の旗印を強化せよ　高まる広報活動の重要性

　
日
本
の
大
手
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
に

海
外
製
品
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン

ド
製
造
）
供
給
の
仲
介
を
頼
ま
れ
た
こ

と
が
あ
る
。

そ
の
メ
ー
カ

ー
で
は
扱
っ

て
い
な
い
製

品
で
あ
り
、
同
社
に
と
っ
て
製
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
早
速
検
討
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
製
品
の
今
後
の
販
売
見
込
み

計
画
と
同
時
に
、
製
品
本
体
の
社
内
試

験
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
メ
ー
カ
ー
が
社

内
で
定
め
る
基
準
に
ス
ペ
ッ
ク
（
仕

様
）
が
適
応
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
の

で
あ
る
。
数
カ
月
か
け
て
試
験
し
た
結

果
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
販
売
を

見
送
っ
た
。
販
売
見
込
み
計
画
の
可
否

以
前
に
、
ス
ペ
ッ
ク
が
社
内
基
準
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
す
で
に
海

外
で
は
市
販
さ
れ
て
い
る
製
品
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
が
求
め
る
ス
ペ

ッ
ク
に
は
届
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
産

業
用
機
器
は
20
年
、
30
年
と
い
っ
た
長

期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
安

心
し
て
用
途
に
耐
え
得
る
製
品
を
供
給

し
て
い
く
こ
と
が
企
業
と
し
て
の
社
会

的
責
任
と
自
覚
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
２
年
ほ
ど
前
に
大
手
メ
ー
カ
ー
の
産

業
機
器
の
品
質
不
正
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
製
品
検
査
の
一
部
を

省
略
し
た
り
、
検
査
デ
ー
タ
を
偽
造
し

て
出
荷
し
て
い
た
こ
と
が
公
に
な
っ
た

の
だ
。
し
か
も
か
な
り
前
か
ら
常
態
化

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
製

品
の
規
格
認
定
取
り
消
し
な
ど
大
き
な

問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
原
材
料
価
格
の
高
騰
や

原
材
料
・
部
品
の
入
手
難
、
人
手
不
足

と
人
件
費
の
上
昇
な
ど
、
製
造
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
為
替
の
円
安
で
輸
出
の
多
い
企
業

は
利
益
拡
大
に
つ
な
が
る
が
、
輸
入
や

国
内
販
売
中
心
の
企
業
に
と
っ
て
は
逆

風
で
利
益
を
圧
迫
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

も
比
較
的
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
販
売
競
争
の
激
し
い
製
品
で
は

容
易
に
は
進
ま
ず
苦
戦
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
多
い
。
こ
う
し
た
流
れ
は
当
然
、

製
品
開
発
の
現
場
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
く
る
。
新
製
品
開
発
で
は
、
新
機
能

を
盛
り
込
ん
で
従
来
製
品
と
は
異
な
っ

た
ス
テ
ー
ジ
の
製
品
と
し
て
提
案
し
て

い
く
こ
と
で
、
既
存
品
と
の
競
合
を
避

け
る
方
法
、
従
来
製
品
を
改
良
す
る
こ

と
で
同
じ
ス
テ
ー
ジ
の
製
品
な
が
ら
、

使
い
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る

方
法
な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
比
較
す
る

製
品
が
な
い
だ
け
に
独
自
の
提
案
活
動

が
展
開
で
き
、
比
較
的
や
り
や
す
い
。

後
者
は
比
較
す
る
製
品
と
の
優
位
性
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
小

型
・
軽
量
化
、
規
格
へ
の
対
応
、
価
格

の
維
持
（
値
上
し
な
い
）
、
な
ど
を
強

調
し
た
展
開
に
な
る
。
こ
こ
で
注
意
が

必
要
な
の
は
後
者
の
新
し
く
な
っ
た
製

品
内
容
の
分
析
だ
。
例
え
ば
価
格
の
維

持
は
、
量
産
効
果
か
ら
な
の
か
、
材
料

や
設
計
の
変
更
か
ら
な
の
か
、
ま
た
小

型
・
軽
量
化
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仕

様
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
や
変
化
を
与
え

て
い
な
い
の
か
、
な
ど
で
あ
る
。
よ
く

あ
る
事
例
で
は
、
精
度
や
速
度
が
向
上

し
た
と
い
う
仕
様
が
、
実
際
に
は
従
来

品
よ
り
使
用
温
度
範
囲
が
狭
く
な
っ
て

い
て
、
使
用
温
度
範
囲
を
外
れ
た
高
温

や
低
温
で
は
む
し
ろ
従
来
品
よ
り
数
値

が
悪
く
な
っ

て
い
た
と
い

う
話
も
あ

る
。『
小
型
・

軽
量
に
な
り
、価
格
は
従
来
品
と
同
じ
』

と
い
っ
た
特
徴
の
裏
に
は
こ
う
い
っ
た

カ
ラ
ク
リ
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　
「
サ
イ
レ
ン
ト
チ
ェ
ン
ジ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
が
複
雑
化
す
る
な
か
で
、
コ
ス
ト

削
減
や
規
格
へ
の
対
応
を
行
う
た
め

に
、
購
入
者
に
気
づ
か
な
い
よ
う
に
使

用
部
材
を
変
更
し
て
販
売
す
る
方
法

だ
。
見
か
け
上
は
す
ぐ
わ
か
ら
ず
、
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
初
め
て
気

が
付
く
こ
と
が
多
い
。
原
材
料
価
格
の

上
昇
や
販
売
競
争
の
激
化
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
複
雑
化
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術

者
の
減
少
な
ど
が
継
続
す
る
と
こ
う
し

た
問
題
が
増
え
て
く
る
。
産
業
機
器
は

往
々
に
し
て
過
酷
な
環
境
下
で
長
期
間

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
だ
け

に
求
め
ら
れ
る
仕
様
レ
ベ
ル
も
高
く
な

り
、
実
際
の
仕
様
と
異
な
る
と
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
増
え

る
。
『
品
質
は
一
番
確
か
な
セ
ー
ル
ス

マ
ン
』
を
社
内
の
永
久
標
語
に
掲
げ
る

会
社
が
あ
る
。
売
り
上
げ
や
利
益
は
お

客
さ
ま
の
信
頼
が
あ
っ
て
初
め
て
生
ま

れ
て
く
る
も
の
で
、
信
頼
が
失
わ
れ
れ

ば
製
品
だ
け
で
な
く
、
そ
の
会
社
も
市

場
か
ら
退
場
さ
せ
ら
れ
か
ね
な
い
。
目

先
の
売
り
上
げ
確
保
が
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
冒
頭
の
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
は
、
売

り
上
げ
よ
り
も
信
頼
を
重
視
し
て
Ｏ
Ｅ

Ｍ
販
売
を
見
送
っ
た
。
小
手
先
の
仕
様

変
更
で
お
客
さ
ま
の
信
頼
を
失
う
よ

り
、
正
々
堂
々
と
品
質
を
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
し
た
姿
勢
こ
そ
が
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
。

（
も
の
づ
く
り
・
Ｊ
ｐ
株
式
会
社
　
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
　
会
長
　
藤
井

裕
雄
）

ものづくり .jp 株式会社
オートメーション新聞
会長　藤井裕雄

FA
時評

�

売
り
上
げ
よ
り
信
頼
獲
得
が
優
先

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
９
月
20
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
９
月
27
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

10
年
前
か
ら
２
倍
超

2021
年
352
億
個
、1.9
兆
円
に

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

セ
ン
サ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
出
荷
実
績

　
２
０
２
１
年
の
国
内
外
73

社
の
セ
ン
サ
・
グ
ロ
ー
バ
ル

出
荷
数
量
は
前
年
比
11
％
増

の
３
５
２
億
６
８
１
５
万
６

０
０
０
個
、
金
額
は
５
％
増

の
１
兆
９
２
９
１
億
８
１
０

０
万
円
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

経
済
低
迷
の
回
復
と
、
感
染

拡
大
に
と
も
な
う
巣
ご
も
り

需
要
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
増

加
、
無
人
化
・
省
人
化
へ
の

投
資
拡
大
に
よ
っ
て
セ
ン
サ

需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
好

調
に
推
移
し
た
。

　
種
類
別
で
は
、
数
量
は
温

度
セ
ン
サ
が
最
も
多
く
、
２

４
１
億
２
９
７
８
万
３
０
０

０
個
（
９
％
増
）
。
光
度
セ

ン
サ
48
億
６
２
４
３
万
７
０

０
０
個
（
22
％
増
）
、
磁
界

セ
ン
サ
47
億
８
２
８
万
２
０

０
０
個
（
11
％
増
）
、
慣
性

力
セ
ン
サ
７
億
６
１
５
５
万

５
０
０
０
個
（
８
％
増
）
、

位
置
セ
ン
サ
４
億
１
８
８
万

４
０
０
０
個
（
17
％
増
）
と

続
い
た
。

　
金
額
で
は
光
度
セ
ン
サ
が

最
も
大
き
く
、
１
兆
３
５
９

０
億
４
２
０
０
万
円
（
２
％

センサ　グローバル出荷実績推移
個数 金額

2009年 100億8043万個 7901億0800万円
2010年 116億8502万個 8585億2500万円
2011年 127億8439万個 8838億7100万円
2012年 209億2689万個 9791億8800万円
2013年 227億8269万個 1兆1239億4400万円
2014年 251億0386万個 1兆3172億8100万円
2015年 271億2954万個 1兆8490億3800万円
2016年 249億7880万個 1兆7524億8400万円
2017年 275億0452万個 1兆8790億0200万円
2018年 273億2635万個 1兆8885億8300万円
2019年 279億6283万個 1兆8658億8200万円
2020年 318億2626万個 1兆8440億0900万円
2021年 352億6815万個 1兆9291億8100万円
JEITA センサ・グローバル状況調査をもとに作成

増
）。圧
力
セ
ン
サ
１
３
８
６

億
２
５
０
０
万
円（
14
％

増
）、温
度
セ
ン
サ
１
２
０
６

億
４
５
０
０
万
円（
18
％

増
）、磁
界
セ
ン
サ
９
３
６
億

５
５
０
０
万
円（
９
％
増
）、

位
置
セ
ン
サ
８
８
５
億
９
６

０
０
万
円
と
続
い
た
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
セ
ン
サ
・
モ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
全
体
数
量
は
12

億
９
３
６
４
万
８
０
０
０

個
、
金
額
は
１
６
３
８
億
９

０
０
０
万
円
（
11
％
増
）
と

な
っ
た
。

　
需
要
部
門
別
で
は
、
通
信

　
同
調
査
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ

会
員
内
外
の
セ
ン
サ
を
販
売

・
出
荷
し
て
い
る
企
業
に
対

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
出
荷
（
国

内
・
輸
出
）
を
調
査
し
た
も

の
。
光
セ
ン
サ
、
温
度
セ
ン

サ
、
圧
力
セ
ン
サ
、
慣
性
セ

ン
サ
、
位
置
セ
ン
サ
な
ど
73

社
の
２
９
０
製
品
を
登
録
し

回
答
を
得
た
。

　
Ａ
Ｉ
開
発
の
オ
ル
ツ
は
、

キ
ー
エ
ン
ス
と
資
本
業
務
提

携
を
行
い
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発
・
提
供
に
向
け
て
パ
ー

　
三
菱
電
機
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｔ

Ｅ
．
Ｌ
Ｔ
Ｄ
．
に
出
資
し
、

製
造
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
を
支
援
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
目
的

に
協
業
す
る
。

　
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
社

は
、
２
０
１
３
年
設
立
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
企
業
で
、
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
管
理
や
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算

定
、
排
出
量
認
証
に
関
す
る

機
器
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

が
数
量
・
金
額
と
も
に
最
大

で
、
個
数
は
92
億
５
１
７
４

万
４
０
０
０
個
（
７
％

増
）
、
金
額
は
１
兆
３
７
７

億
３
８
０
０
万
円
（
６
％

減
）
と
な
り
金
額
が
減
少
し

た
。
伸
び
率
で
は
産
業
用
が

個
数
・
金
額
と
も
に
大
き

く
、
29
％
増
の
14
億
７
４
１

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
協
業

製
造
業
の
脱
炭
素
実
現

三菱電機

オ
ル
ツ
と
キ
ー
エ
ン
ス

Ｃ
Ｏ
２

の
継
続
的
な
削
減
活

動
を
支
援
す
る
。

　
オ
ム
ロ
ン
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｉ

Ａ
Ｂ
）
傘
下
の
オ
ム
ロ
ン
上

海
工
場
（
Ｏ
Ｍ
Ｓ
）
が
、
環

境
負
荷
軽
減
と
経
済
的
成
長

の
両
立
を
目
指
す
模
範
工
場

と
し
て
中
国
政
府
か
ら
「
２

０
２
２
年
度
国
家
グ
リ
ー
ン

は
、
オ
ル
ツ
の
持
つ
Ｌ
Ｌ
Ｍ

（
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
）
や

音
声
認
識
・
音
声
合
成
を
含

む
幅
広
い
Ａ
Ｉ
技
術
と
、
キ

ー
エ
ン
ス
が
培
っ
て
き
た
生

産
性
向
上
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
デ
ー
タ
に
基
づ
く
合
理

的
な
企
業
運
営
の
知
見
を
合

わ
せ
、
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

指
す
。

　
検
査
用
照
明
メ
ー
カ
ー
の

シ
ー
シ
ー
エ
ス
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
研
究
開
発
お
よ
び
製
品

開
発
に
取
り
組
む
デ
ー
タ
グ

リ
ッ
ド
と
、
8
月
30
日
業
務

提
携
契
約
を
締
結
し
た
。

　
検
査
プ
ロ
セ
ス
に
Ａ
Ｉ
を

導
入
す
る
た
め
に
は
、
良
品

・
不
良
品
両
方
の
画
像
デ
ー

タ
を
準
備
し
、
検
証
を
繰
り

返
し
て
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
精
度

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
が
、
実
際
は
「
学
習
用
の

不
良
品
画
像
」
自
体
の
用
意

が
難
し
い
こ
と
も
多
い
。
デ

ー
タ
グ
リ
ッ
ド
の
生
成
Ａ
Ｉ

は
、
少
量
の
不
良
品
画
像
を

も
と
に
し
て
、
高
品
質
で
多

工
場
」
に
認
定
さ
れ
た
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｓ
は
、
２
０
０
５
年

に
中
国
・
上
海
に
設
立
し
た

制
御
機
器
事
業
の
中
核
生
産

拠
点
。
制
御
機
器
の
生
産
、

研
究
開
発
、
技
術
サ
ポ
ー

ト
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

担
い
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
統
計
的
工
程
管
理
）
な
ど

を
使
用
し
て
品
質
変
動
と
リ

ス
ク
管
理
を
把
握
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
面
で
絶
え
ず
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
生

産
ラ
イ
ン
全
体
の
可
視
化
の

技
術
導
入
を
強
化
し
て
い

る
。

　
国
家
グ
リ
ー
ン
工
場
は
、

２
０
１
７
年
か
ら
開
始
さ
れ

た
中
国
政
府
に
よ
る
認
定
制

度
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
製

造
モ
デ
ル
を
推

進
す
る
も
の
。

Ｏ
Ｍ
Ｓ
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
見
え

る
化
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
な

ど
生
産
性
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

両
立
す
る
製
造

現
場
実
現
に
取

り
組
ん
で
き
た

こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
上
海

市
の
推
薦
を
受

け
て
、
初
め
て

認
定
取
得
に
い

た
っ
た
。

国 家
グリーン工場に認定

オムロン 上海工場

生
成
Ａ
Ｉ
関
連
で
業
務
提
携

種
多
様
な
不
良
品
画
像
を
大

量
に
生
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
＝
写
真
。
シ
ー
シ
ー
エ
ス

が
持
つ
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
・

照
明
を
最
適
化
し
て
、
Ａ
Ｉ

が
判
定
し
や
す
い
撮
像
を
実

現
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力

と
こ
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
新
た
な
Ａ
Ｉ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
期

待
さ
れ
る
。

シ
ー
シ
ー
エ
ス
は

デ
ー
タ
グ
リ
ッ
ド
と

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
開
始
す
る

＝
写
真
。

　
オ
ル
ツ
は
、
２
０
１
４
年

創
業
の
Ａ
Ｉ
開
発
企
業
で
、

Ａ
Ｉ
ク
ロ
ー
ン
技
術
で
つ
く

り
出
す
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ａ
Ｉ
の

開
発
と
実
用
化
を
中
心
に
、

要
素
技
術
を
活
用
し
た
自
動

議
事
録
ツ
ー
ル
「
Ａ
Ｉ 
Ｇ

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
や
、
Ａ

Ｉ
と
の
自
由
対
話
が
可
能
な

音
声
対
話
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
Ａ
Ｉ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開
発

・
提
供
、
Ａ
Ｉ
受
託
開
発
等

を
事
業
と
し
て
い
る
。

今
回
の
資
本
業
務
提
携
で

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
・
販

売
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
６
４
―
１
に
基
づ
い
た
事

業
所
単
位
で
の
Ｃ
Ｏ
２

デ
ー

タ
の
管
理
機
能
と
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
第
三
者
認
証
機

関
に
よ
っ
て
認
証
す
る
仕
組

み
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
６
７
に

基
づ
い
た
、
製
品
単
位
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
デ

ー
タ
管
理
機
能
を
備
え
た
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
と
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
削
減
に
向
け
た
、
具
体

的
な
施
策
抽
出
や
効
果
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

脱
炭
素
化
計
画
の
策
定
を
支

援
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
を
中
心
に
展

開
し
て
い
る
。

　
今
回
の
協
業
に
よ
っ
て
、

三
菱
電
機
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
で

収
集
し
た
製
造
現
場
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
・
削
減
量
デ
ー
タ

を
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
社
の

管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
集
約

し
、
よ
り
精
密
な
実
績
管
理

が
可
能
な
環
境
を
構
築
す

る
。
さ
ら
に
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｃ
ｏ

ｍ
ｍ
社
は
集
約
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
基
に
脱
炭
素
化
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

で
脱
炭
素
化
計
画
の
立
案
を

支
援
し
、
三
菱
電
機
は
Ｃ 

Ｏ
２

削
減
を
実
現
す
る
最
適

な
省
エ
ネ
機
器
や
省
エ
ネ
支

援
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
提
供
し

オ
ム
ロ
ン
上
海
工
場
（
Ｏ
Ｍ
Ｓ
）

協業の概要

１
万
１
２
０
０
個
、
19
％
増

の
２
３
８
９
億
２
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

　
仕
向
け
地
別
で
は
、
全
体

の
う
ち
中
国
が
数
量
で
54
％

・
金
額
で
34
％
と
圧
倒
し
、

数
量
で
は
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
23

％
、
日
本
向
け
が
14
％
と
続

い
た
。
金
額
で
は
２
番
目
が

日
本
向
け
の
20
％
、
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｃ
の
14
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ン
サ
形
状
別
で
は
、
数

量
で
は
セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス

（
単
体
セ
ン
サ
）
が
全
体
の

96
％
を
占
め
、
セ
ン
サ
モ
ジ

ュ
ー
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
４
％

に
と
ど
ま
り
、
金
額
で
は
セ

ン
サ
デ
バ
イ
ス
（
単
体
セ
ン

サ
）
が
全
体
の
73
％
を
占

め
、
セ
ン
サ
モ
ジ
ュ
ー
ル
・

ユ
ニ
ッ
ト
が
25
％
、
セ
ン
シ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
・
セ
ン
サ
装

置
が
２
％
と
な
っ
た
。

　
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、
２
０
２
０
年
と
２
０
２
１
年
の

セ
ン
サ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
出
荷
実
績
を
ま
と
め
た
。
２
０
２
１
年
の
セ
ン
サ
・
グ
ロ
ー

バ
ル
出
荷
数
量
は
３
５
０
億
個
を
超
え
、
金
額
も
２
兆
円
近
く
ま
で
拡
大
。
10
年
前

と
比
べ
て
も
２
倍
超
の
市
場
規
模
に
成
長
し
て
い
る
。
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同
製
品
は
、
Ｃ
Ｈ
形
の
特

長
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
デ

ザ
イ
ン
性
に
こ
だ
わ
っ
た
小

型
で
フ
ラ
ッ
ト
、
操
作
し
や

す
い
サ
イ
ズ
の
丸
フ
ラ
ッ
ト

ボ
タ
ン
。
全
面
単
色
照
光

（
赤
、
緑
、
黄
、
高
輝
度

青
、
高
輝
度
白
、
高
輝
度

緑
）
と
全
面
２
色
照
光
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
照
光
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、

全
面
２
色
照
光
は
12
種
類
の

組
み
合
わ
せ
が
選
べ
て
同
時

点
灯
も
可
能
と
な
っ
て
い

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
は
、
Ｎ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ

ｎ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ

シ
ス
テ
ム
オ
ン
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
搭
載
し
た
産
業
用
Ｐ
Ｃ

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ

い
て
、
ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｃ
「
Ｍ

Ｉ
Ｃ
―
７
１
１
―
Ｏ
Ｎ
」
と

　
星
和
電
機
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
対
策
部
材
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
用
モ
デ
ル
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
業

界
で
初
め
て
提
供
開
始
し

た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
用

モ
デ
ル
の
活
用
で
、
設
計
段

階
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
を
可
能
と

し
、
ノ
イ
ズ
対
策
に
関
す
る

設
計
の
精
度
向
上
や
対
策
工

数
・
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ

ら
れ
る
。
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
。

　
サ
ン
ミ
ュ
ー
ロ
ン
は
、
Ｃ
Ｈ
形
照
光
式
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
に
つ

い
て
、
新
た
に
丸
フ
ラ
ッ
ト
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
＝
写
真
＝
を
追
加
し

た
。
出
荷
は
10
月
２
日
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

Ｃ
Ｈ
形
照
光
式
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ

丸
フ
ラ
ッ
ト
形
追
加

サンミューロン

EE―SX1330―1332

ITV1100/2100/3100

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　

Ｃ
　
Ｓ
２
０
０

Ｊ
Ｓ
Ｘ
Ｈ
―
Ｘ
２

る
。

　
取
り
付
け
は
φ
22
の
丸
穴

取
り
付
け
で
、
サ
イ
ズ
は
φ

19
㍉
㍍
、
本
体
奥
行
き
20
・

１
㍉
㍍
の
短
胴
構
造
。
配
線

方
法
は
、
は
ん
だ
付
け
端

子
、
プ
リ
ン
ト
基
板
端
子
、

コ
ネ
ク
タ
（
１
極
の
み
）
、

ソ
ケ
ッ
ト
も
そ
ろ
え
て
い

る
。
ま
た
13
・
２
㍉
㍍
角
、

16
㍉
㍍
角
、
13
・
２
×
19
・

４
㍉
㍍
長
四
角
の
ボ
タ
ン
も

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

星和電機

ノイズ対策に効果
回路シミュレー
ションデータ 提供開始

山洋電気
モーションコントローラ

遠隔監視やメンテナンス

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
機
器
内
蔵

用
フ
ォ
ト
・
マ
イ
ク
ロ
セ
ン

サ
に
つ
い
て
、
高
速
応
答
タ

オ
ム
ロ
ン 

フ
ォ
ト
・
マ
イ
ク
ロ
セ
ン
サ

高
速
応
答
タ
イ
プ

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク

超
小
型
設
計
Ａ
Ｉ
ボ
ッ
ク
ス

Ｐ
Ｃ
開
発
キ
ッ
ト

Ｓ
Ｍ
Ｃ 

高
圧
水
用
パ
イ
ロ
ッ
ト
形
２
ポ
ー
ト
ソ
レ

ノ
イ
ド
バ
ル
ブ

高
圧
洗
浄
等
に
最
適

イ
プ
「
Ｅ
Ｅ
―
Ｓ
Ｘ
１
３
３

０
―
１
３
３
２
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
応
答
時
間
を

従
来
品
の
半
分
以
下
ま
で
高

め
た
高
速
応
答
タ
イ
プ
。
幅

広
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

高
速
応
答
や
低
消
費
電
力
に

つ
な
げ
ら
れ
る
。
溝
幅
３
㍉

㍍
の
超
小
型
溝
型
の
Ｓ
Ｍ
Ｄ

タ
イ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
製
品
は
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｃ
Ａ
Ｔ
に
対
応
し
た
「
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｘ
―
５
０
０
０
　
Ｉ
／
Ｏ

モ
ジ
ュ
ー
ル
シ
リ
ー
ズ
」
か

ら
の
、
デ
ー
タ
収
集
を
集
約

す
る
高
密
度
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ

／
Ｔ
Ｃ
Ｐ
　
Ｉ
／
Ｏ
シ
ス
テ

ム
。
最
大
２
５
５
台
の
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｘ
　
Ｉ
／
Ｏ
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
外
形
寸
法
は
わ
ず
か
11

×
３
㌢
㍍
と
非
常
に
コ
ン
パ

ク
ト
。

　
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｄ
や
ケ
ー
ブ

ル
の
冗
長
性
も
備
え
、
高
速

な
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
通
信

を
活
用
し
た
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

な
接
続
環
境
を
実
現
す
る
。

計
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は

Ｇ
ｂ
Ｅ
×
１
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・

２
　
Ｇ
ｅ
ｎ
１
（
５
Ｇ
ｂ
ｉ

ｔ
／
ｓ
）
×
２
対
応
、
２
ポ

ー
ト
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
２
は
カ

メ
ラ
接
続
で
Ａ
Ｉ
ビ
デ
オ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
。
ｍ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ｅ
×
１
、
Ｍ

・
２
　
３
０
５
２
×
１
、
Ｍ

・
２
　
２
２
８
０
×
１
対

応
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
Ｇ
Ｍ
Ｓ

Ｌ
　
２
系
統
な
ど
の
入
力
が

可
能
。
Ａ
ｌ
ｌ
ｘ
ｏ
ｎ
24
時

間
３
６
５
日
の
遠
隔
監
視
と

Ｏ
Ｔ
Ａ
展
開
に
対
応
し
、
２

枚
の
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
Ｓ
Ｉ
Ｍ
を

搭
載
可
能
。

堅
牢
な
Ｉ
Ｔ
／
Ｏ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
統
合

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
は
、
シ

ン
プ
ル
で
堅
牢
な
Ｉ
Ｔ
／
Ｏ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
統
合
を
実
現
す

る
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
／
Ｔ
Ｃ
Ｐ

カ
プ
ラ
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ
―
５
０

７
０
」
を
発
売
し
た
。

開
発
キ
ッ
ト
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
―
７

１
１
Ｄ
―
Ｏ
Ｎ
」
を
発
売
し

た
＝
写
真
。

　
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
　
Ｊ
ｅ
ｔ

ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
　
Ｎ
ａ

ｎ
ｏ
　
Ｓ
ｏ
Ｃ
を
搭
載
し
、

最
小
の
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
フ
ォ

ー
ム
フ
ァ
ク
タ
ー
で
最
大
40

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
Ａ
Ｉ
性
能
で
、

消
費
電
力
は
５
Ｗ
〜
15
Ｗ
と

さ
ら
に
小
さ
く
な
り
、
Ｎ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ

　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
の
最
大
80
倍
の

性
能
を
実
現
。
フ
ァ
ン
レ
ス

で
、
サ
イ
ズ
は
１
３
０
×
１

３
０
×
46
㍉
㍍
の
超
小
型
設

　
三
菱
電
機
は
、
オ
イ
ル
ミ

ス
ト
対
応
エ
ア
ー
搬
送
フ
ァ

ン
「
Ａ
Ｈ
―
３
０
０
９
Ｔ
Ａ

―
Ｙ
Ｕ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
金
属
加
工
工

場
や
機
械
工
場
向
け
等
で
排

気
タ
イ
プ
の
有
圧
換
気
扇
と

組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
、
エ

ア
ー
搬
送
フ
ァ
ン
が
換
気
を

ア
シ
ス
ト
す
る
こ
と
で
加
工

機
か
ら
出
る
排
熱
や
蒸
気
を

効
率
的
に
排
気
し
、
労
働
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
本
体
底
面
に
排
出

用
抜
き
孔
を
設
け
て
本
体
内

部
に
た
ま
っ
た
オ
イ
ル
を
本

体
外
部
に
排
出
し
、
ス
テ
ン

　
ニ
デ
ッ
ク
は
、
小
型
ブ
ラ
シ
レ

ス
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
に
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、
組
み
込
む
技

術
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
モ
ー

タ
」
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
対
応

さ
せ
る
仕
組
み
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
使
っ
た
機
器
や
装
置
、
シ
ス
テ

ム
開
発
に
必
要
な
基
本
機
能
を
提

供
す
る
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
モ

ー
タ
対
応
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
」
を
開
発
し
た
。

　
小
型
ブ
ラ
シ
レ
ス
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ

は
モ
ー
タ
制
御
機
能
に
特
化
し
た

専
用
Ｉ
Ｃ
や
マ
イ
コ
ン
が
搭
載
さ

れ
、
上
位
シ
ス
テ
ム
の
指
示
の
も

と
に
動
作
し
て
い
る
が
、
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
モ
ー
タ
は
マ
イ
コ
ン

搭
載
モ
ー
タ
に
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
組
み
込
む
こ
と

で
、
モ
ー
タ
自
身
が
判
断
し
て
動

作
で
き
、
複
数
の
モ
ー
タ
が
通
信

機
能
を
活
用
し
て
互
い
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
連
携
動
作
す

る
分
散
制
御
型
の
環
境
を
創
出

し
、
上
位
の
シ
ス
テ
ム
の
負
担
軽

減
や
上
位
の
シ
ス
テ
ム
が
不
要
に

な
る
。

　
モ
ー
タ
間
や
モ
ー
タ
と
機
器
間

は
セ
キ
ュ
ア
な
通
信
で
シ
ー
ム
レ

ス
に
接
続
し
、
時
刻
同
期
し
た
制

御
や
デ
ー
タ
共
有
、
モ
ー
タ
相
互

の
動
作
状
況
に
応
じ
た
互
助
動
作

や
連
携
動
作
な
ど
が
可
能
。
Ｇ
Ｕ

Ｉ
を
活
用
し
て
モ
ー
タ
上
で
動
作

す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
直
感
的
に
作
成
・
修
正
で

き
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
機
能
部
品
を

活
用
し
て
開
発
工
数
の
大
幅
削
減

も
可
能
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
上
で
動

作
す
る
仮
想
化
モ
ー
タ
で
次
世
代

の
開
発
手
法
や
開
発
環
境
も
活
用

で
き
、
ク
ラ
ウ
ド
で
提
供
さ
れ
る

リ
モ
ー
ト
診
断
、
故
障
予
知
、
デ

バ
イ
ス
管
理
等
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ニデック 分散制御型 イ ン テ リ
ジェントモータ

　
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
高
圧
水
用
パ

イ
ロ
ッ
ト
形
２
ポ
ー
ト
ソ
レ

ノ
イ
ド
バ
ル
ブ
「
Ｊ
Ｓ
Ｘ
Ｈ

―
Ｘ
２
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
10
Ｍ
ｐ
ａ
ま
で

使
用
で
き
、
高
圧
洗
浄
や
噴

水
、
噴
霧
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
最
適
。
耐
環
境
性

を
向
上
し
た
Ｉ
Ｐ
67
構
造

（
Ｄ
Ｉ
Ｎ
形
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

Ｉ
Ｐ
65
）
で
、
オ
リ
フ
ィ
ス

大
流
量
タ
イ
プ

電
空
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ

　
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
最
大
で
従
来

品
比
５
倍
の
流
量
を
実
現
し

た
大
流
量
タ
イ
プ
電
空
レ
ギ

ュ
レ
ー
タ
「
Ｉ
Ｔ
Ｖ
１
１
０

０
／
２
１
０
０
／
３
１
０

０
」シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
従
来
製
品
か

三菱電機

ＫＵＫＡ

エ
ア
ー
搬
送
フ
ァ
ン

�

オ
イ
ル
ミ
ス
ト
対
応

ア
ー
ム
一
体
型
と

搬
送
用
の
Ａ
Ｍ
Ｒ

ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス

大
容
量
給
電
と
高
速
通
信
実
現

レ
ス
製
の
オ
イ
ル
パ
ン
ｓ
で

受
け
止
め
て
ド
レ
ン
排
出
口

へ
流
す
オ
イ
ル
フ
ロ
ー
構
造

で
、
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
に
も
対

応
。
ま
た
オ
リ
フ
ィ
ス
（
風

洞
）
を
樹
脂
製
か
ら
金
属
製

に
す
る
こ
と
で
オ
イ
ル
ミ
ス

ト
付
着
に
よ
る
ク
ラ
ッ
ク
の

発
生
を
防
止
。
ガ
ー
ド
に
は

撥
油
（
は
つ
ゆ
）
塗
装
を
施

し
、
オ
イ
ル
汚
れ
に
と
も
な

う
埃
（
ほ
こ
り
）
付
着
に
よ

る
風
量
低
下
を
防
い
で
い

る
。

　
山
洋
電
気
は
、
遠
隔
地
か

ら
装
置
の
監
視
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
で
き
る
モ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
　
Ｓ
２
０

０
」
を
発
売
し
た
。

ら
大
流
量
化
と
小
型
軽
量
化

し
た
電
空
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ

で
、
流
量
は
最
大
で
５
倍
を

実
現
し
（
Ｉ
Ｔ
Ｖ
１
１
０

０
）
、
質
量
は
最
大
18
％
軽

量
化
（
Ｉ
Ｔ
Ｖ
２
１
０
０
）、

サ
イ
ズ
は
最
大
10
㍉
㍍
小
型

化
し
て
い
る
（
Ｉ
Ｔ
Ｖ
２
１

０
０
／
３
１
０
０
）
。

　
電
気
信
号
に
比
例
し
て
空

気
圧
力
を
無
段
階
に
制
御
で

き
、
多
段
圧
制
御
で
複
数
台

の
減
圧
弁
で
の
制
御
を
同
製

品
１
台
で
可
能
に
な
る
。

　
感
度
は
プ
ラ
ス
　 

マ
イ
ナ
ス

０
・
２
％
Ｆ

・ 

Ｓ
・
以
下
、
リ
ニ
ア
リ
テ

ィ
は
プ
ラ
ス
　 

マ
イ
ナ
ス

１
％
Ｆ
・ 

Ｓ
・
以

下
、
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
は
０
・

５
％
Ｆ
・ 

Ｓ
・
以
下
。

　
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
の

製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
大

し
、
ア
ー
ム
一
体
型
Ａ
Ｍ
Ｒ

「
Ｋ
Ｍ
Ｒ
　
ｉ
ｉ
ｓ
ｙ
モ
バ

イ
ル
コ
ボ
ッ
ト
」
と
、
最
大

１
・
５
㌧
を
載
せ
て
搬
送
で

き
る
「
Ｋ
Ｍ
Ｐ
　
１
５
０
０

Ｐ
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
社
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
は
、
３
D

カ
メ
ラ
と
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
搭
載
と
Ｉ

Ｐ
54
適
合
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
と

対
象
物
、
周
辺
環
境
を
確
実

に
保
護
。
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ

ャ
ル
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
っ
て
柔

軟
に
動
く
こ
と
が
で
き
、
複

雑
な
環
境
に
も
対
応
し
て
自

律
的
・
効
率
的
に
移
動
経
路

を
調
整
可
能
。
充
電
状
態
は

24
時
間
管
理
さ
れ
、
非
接
触

充
電
で
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
も
作
業
中
で
も
充
電
可

能
。
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
簡
単
に
交
換
で
き
る
部
品

を
採
用
し
て
迅
速
で
簡
単
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｒ
　
ｉ
ｉ
ｓ
ｙ
モ
バ

イ
ル
コ
ボ
ッ
ト
は
、
可
搬
重

量
11
㌔
㌘
ま
た
は
15
㌔
㌘
の

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
Ｌ
Ｂ
Ｒ
　
ｉ

ｉ
ｓ
ｙ
と
、
最
大
２
０
０
㌔

㌘
に
対
応
し
た
Ａ
Ｍ
Ｒ
を
一

体
に
し
た
製
品
で
、
所
定
の

ス
ペ
ー
ス
内
を
素
早
く
安
全

に
移
動
し
、
組
み
立
て
、
イ

ン
ト
ラ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、

ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ

ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

に
導
入
で
き
る
。
低
発
塵

性
、
低
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
性
と

　
ア
ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
は
、

大
容
量
給
電
と
高
速
通
信
を

実
現
す
る
産
業
用
ス
イ
ッ
チ

と
し
て
、
10
Ｇ
・
Ｐ
ｏ
Ｅ
＋

＋
対
応
産
業
用
レ
イ
ヤ
ー
２

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
ス
イ
ッ
チ
「
Ａ
Ｔ
―
Ｉ
Ｅ

２
２
０
―
６
Ｇ
Ｈ
Ｘ
」
と

「
Ａ
Ｔ
―
Ｉ
Ｅ
２
２
０
―
10

Ｇ
Ｈ
Ｘ
」
を
発
売
し
た
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
０
２
８
―
２

の
衝
撃
・
振
動
・
落
下
試
験

を
ク
リ
ア
し
、
マ
イ
ナ
ス
40

〜
75
℃
の
広
範
囲
な
動
作
温

度
に
も
対
応
し
、
工
場
や
倉

庫
な
ど
の
過
酷
な
環
境
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
耐
環

境
性
に
優
れ
た
産
業
用
ス
イ

ッ
チ
。

　
Ｐ
ｏ
Ｅ
＋
＋
に
対
応
し
１

ポ
ー
ト
当
た
り
最
大
90
Ｗ
の

給
電
が
で
き
、
装
置
全
体
と

し
て
も
Ａ
Ｔ
―
Ｉ
Ｅ
２
２
０

―
６
Ｇ
Ｈ
Ｘ
は
１
８
０
Ｗ
、

Ａ
Ｔ
―
Ｉ
Ｅ
２
２
０
―
10
Ｇ

る
。
リ
ン
グ
構
成
を
と
る
こ

と
で
経
路
冗
長
で
障
害
が
起

き
て
も
途
切
れ
な
い
安
定
し

た
通
信
も
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
「
Ａ
Ｍ
Ｆ
　
Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
に
対
応
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
接
続
さ
れ
た
ス
イ
ッ

チ
や
ル
ー
タ
ー
な
ど
の
接
続

機
器
を
一
元
化
、
簡
素
化
、

自
律
化
し
て
管
理
・
運
用
で

き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
の

自
動
構
築
や
自
動
復
旧
、
一

斉
変
更
な
ど
を
通
じ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
運
用
・
管
理
コ

ス
ト
の
削
減
と
高
い
利
便
性

を
提
供
す
る
。

AH―3009TA―YU

　
同
製
品
は
、
高
速
フ
ィ
ー

ル
ド
バ
ス
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ

Ｔ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
搭

載
し
た
小
型
の
モ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
、
モ
ー
タ

を
制
御
す
る
と
同
時
に
、
装

置
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
監
視
で
き
る
。
サ
ー
ボ
シ

ス
テ
ム
の
稼
働
状
況
や
各
種

セ
ン
サ
ー
情
報
な
ど
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
収
集
し
て
保
存
で
き
、
Ｗ

ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
に
接
続
す
る
こ
と
で
現
場

の
画
像
情
報
の
取
得
も
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
保

存
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

で
装
置
の
生
産
性
向
上
が
可

能
。
ま
た
装
置
の
異
常
時
に

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
通
知
。
遠
隔

地
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
エ
ラ
ー
や
装
置

の
状
況
を
確
認
し
た
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
変
更
な
ど
も
で

き
、
装
置
の
停
止
時
間
の
最

小
化
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

も
削
減
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
や
電
子
カ
ム
を

制
御
で
き
る
高
機
能
な
タ
イ

プ
と
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
動
作
に
特
化

し
た
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
入
出
力
信
号
の
制
御
と

同
時
に
、
複
雑
な
モ
ー
シ
ョ

ン
制
御
や
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
が

行
え
る
ほ
か
、
遠
隔
監
視
・

操
作
が
で
き
て
、
Ｆ
Ａ
だ
け

で
な
く
農
業
・
水
産
業
な
ど

の
自
動
化
に
も
活
用
で
き

る
。

径
は
12
㍉
㍍
Ø
。
流
量
特
性

は
１
・
７
kV
（
口
径
３
／

８
）
、
１
・
９
kV
（
口
径
１

／
２
）
。

　
ク
リ
ッ
プ
を
外
す
だ
け
で

コ
イ
ル
交
換
が
で
き
る
た

め
、
容
易
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
特
長
。消
費
電
力
は
８
Ｗ
。

Ｈ
Ｘ
は
２
４
０
Ｗ
の
給
電
が

で
き
る
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
や
屋
外
向
け

４
Ｋ
対
応
Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ
な
ど

の
Ｐ
ｏ
Ｅ
受
電
に
加
え
、
ス

マ
ー
ト
照
明
や
産
業
用
ボ
ッ

ク
ス
Ｐ
Ｃ
な
ど
高
性
能
・
多

機
能
化
し
た
各
種
Ｉ
ｏ
Ｔ
機

器
へ
の
給
電
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
10
Ｇ
　
Ｓ
Ｆ
Ｐ
＋

ア
ッ
プ
リ
ン
ク
搭
載
で
上
位

機
器
に
デ
ー
タ
転
送
し
、
高

速
・
大
容
量
通
信
を
実
現
す

Ｅ
Ｓ
Ｄ
認
証
で
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
で

も
利
用
可
能
。
ア

ー
ム
と
Ａ
Ｍ
Ｒ
は

同
じ
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

Ｐ
Ａ
Ｄ
　
ｐ
ｒ
ｏ

で
制
御
が
で
き

る
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｐ
　
１
５

０
０
P
は
、
最
大

１
・
５
㌧
ま
で
の

各
種
資
材
や
ワ
ー

ク
の
搬
送
に
対
応

し
、
60
㍉
㍍
の
ス
ト
ロ
ー
ク

と
正
確
な
位
置
決
め
精
度
で

移
動
可
能
。
商
品
の
ピ
ッ
キ

ン
グ
、
製
造
ラ
イ
ン
や
セ
ル

へ
の
材
料
の
供
給
、
工
程
と

連
動
し
た
ワ
ー
ク
搬
送
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
に
対

応
す
る
。
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FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/

携によって横河デジタルが有するプラント内の制御・
解析領域のAIとALGO ARTISが有する計画最適化AI
ソリューションの提案・導入活動において協業を進め
ていく。

■�富士電機機器制御、北陸営業課　金沢事務所を移転
　富士電機機器制御は、北陸営業課　金沢事務所を移
転し、9月4日から営業を開始した。新住所は〒920-
0853　石川県金沢市本町1丁目5番2号リファーレ8
階、電話番号は076-205-0455。

■�ワゴジャパン、東京オフィスDALIセミナールーム
がリニューアル。見学申込み受付中

　ワゴジャパンは、東京・錦糸町の本社・東京オフィ
スのDALIセミナールームのリニューアルを行い、オ
フィス環境でDALIが体験できるようになった。
　セミナールームのほかに3つの部屋でDALIを体験
できるようにし、Linux搭載コントローラを設置し、
DALI対応メーカーのパナソニック、東芝ライテッ
ク、三菱電機照明、コイズミ照明の照明を設置して照
明の制御を体験可能。またEnOcean無線ソリューシ
ョン、スポ
ットライト
位相変換、
DALI設定
プログラム
レス化、消
費電力の見
える化、人
感センサ連動制御、タブレット操作、ダイキンiTM
（インテリジェントタッチマネージャ）なども体験す
ることができる。

■�北陽電機、WEB[サイトの「製品の原理」に4単語
の用語解説を追加

　北陽電機は、同社WEBサイトの「製品の原理」の
解説コーナーに4単語「ノード」「UI」「API」
「ROS」の用語解説を追加した。

■�リタール、ブログ記事を公開「UL508A規格の概要
―制御盤の安全性と規格」

　リタールは、ブログ記事「UL508A規格の概要―制
御盤の安全性と規格」を公開した。
　「UL508A」は、制御盤の安全性向上や、北米地域
への製品輸出の際に重要となる規格で、UL508Aに準
拠した制御盤を製作する際は、UL認証品による部品
選定や「NFPA70」「NFPA79」といった関連規格の
参照などへの注意が必要となり、ブログ記事では
UL508Aの概要、関連規格や制御盤製作時のポイント
を解説している。

FA流通・商社トピックス
■�カナデン、2024年3月期第2四半期業績予想を上方
修正　半導体・デバイスの好調を受け

　カナデンは、2024年3月期第2四半期の業績予想に
ついて、半導体・デバイスが順調に推移していること
を受けて、営業利益と純利益を上方修正した。修正後
の業績予想は、売上高520億円（修正なし）、営業利
益は14億5000万円（＋2億円）、純利益は10億5000
万円（＋2億5000万円）。
　通期の業績予想は修正なし。

■�三菱電機、FA業界コラム「世界が抱える数々の課
題を日本のものづくりがサイバー空間との連携で解
決する」公開

　三菱電機は、FAサイト内にある同社の情報メディ
ア「The Art of Manufacturing」に、FAシステム事
業本部産業メカトロニクス事業部の主席技監の安井公
治氏へのインタビューをまとめたFA業界コラム「世
界が抱える数々の課題を日本の〝ものづくり〟がサイ
バー空間との連携で解決する」を公開した。
　社会が大変革に直面するなか、スマート化は当然の
流れになっており、この時代のものづくり企業にとっ
て、スマート化には何が必要であり、何をなすべきな
のかを解説している。

■�富士電機、EV充電サービスのユビ電に出資
　富士電機は、EV充電サービスを展開するユビ電に
出資を行った。
　ユビ電は、2019年に創業し、集合住宅や商業施設
等の駐車場向けを中心に、EV充電サービスを展開す
るスタートアップ企業。車両登録、充電、料金精算ま
で を ス マ ホ ア プ リ で 完 結 す る E V 充 電 サ ー ビ ス
「WeCharge」の提供を通じて、EV充電システムの
構築、普及を日本全国で推し進めている。
　富士電機は現在、「WeCharge」向けに複数のEV
充電器を束ねて電力供給を集中的に監視・制御する
「充電コントローラ」を提供しており、今回の出資に
よって協業を強化する。

■�アズビル、納入事例に北興化学工業岡山工場の事例
を掲載

　アズビルは、同社WEBの納入事例ページに、北興
化学工業岡山
工場の事例を
掲載した。
　SDGs達成
に向けた取り
組みによりサ
ステナブルな
社会への貢献
を目指す北興
化 学 工 業 で
は、ファインケミカル製品の主力生産拠点である岡山
工場で省エネルギーを推進。燃料転換など大規模な投
資を伴う取り組みの準備を進める傍らで、既存の設備
を生かした形でエネルギーマネジメントシステム
（EMS）による見える化をベースに各種施策を展開
し、エネルギーの無駄を解消するなど、着実に成果を
上げているとし、その内容を紹介している。

■�横河デジタルと運用計画最適化AIソリューションの
ALGO�ARTISが資本業務提携

　横河電機の子会社の横河デジタルは、運用計画最適
化AIソリューシ
ョ ン を 展 開 す る
ALGO ARTISと
資本業務提携契約
を締結した。
　ALGO ARTIS
は、SCM領域の
計画最適化AIソ
リ ュ ー シ ョ ン
「Optium（オプ
ティウム）」を製
造業等へ提供して
おり、資本業務提

し、2022年3月に完成。2022年5月に稼働を開始し、
半導体製造装置向けにアルミフレームの組み立て等を
おこなっている。

■�スズデン、2023年8月度の売上推移速報を公開　売
上高41億3900万円（前年同月比27.7%減）

　スズデンは、2023年8月度の売上推移速報を公開し
た。8月度の売上高は前年同月比27.7%減の41億3900
万円で、上期累計で229億3000万円（15.0%減）とな
った。

■�中西電機工業、10月13日に名古屋市・吹上ホール
で「ナカネット展示会」開催

　中西電機工業は、10月13日10時から17時に名古屋
市の吹上ホール（名古屋市中小企業振興会館）でプラ
イベート展「ナカネット展示会」を開催する。
　今回のテ
ーマは「DX
・自 動 化 ・
脱炭素・生
産性品質向
上　解決の
ヒントが名
古 屋 に 集
結！」とし、
93社のメー
カーが出展
して最新技術を紹介する。また無料セミナーも11講
演実施する。

■�ソルトン、製品コラムに「キャプトロン社　静電容
量式センサスイッチ①」公開

　ソルトンは、同社WEBの製品コラムに「キャプト
ロン社　静電容量式センサスイッチ①」を公開した。
　キャプトロン社（CAPTRON社）は、1983年設立
の静電容量の技術を
専門的に研究してい
るドイツ企業で、同
社の静電容量式セン
サスイッチは欧州を
中心に、バス・電車
などのモビリティ業
界、重機・建機メー
カー、プレスマシン
・カッティングマシンなど危険を伴う装置などに幅広
く採用されている。

■�英和、フランス・コトラルラボ社の日本総代理店販
売に　産業用聴覚保護具の取扱いを開始

　英和は、フランス・コトラルラボ社と日本総代理店
契約を締結し、同社の産業用聴覚保護具の取扱いを開
始した。日本国内では同社が販売し、株式会社ビジョ
ナリーホールディングスが耳型採取を担当する。

■�萬正電機、2024年3月期第1四半期業績　売上高63
億6700万円（前年同期比34.7%増）

　萬正電機は、2024年3月期第1四半期業績を発表
し、売上高は63億6700万円（34.7%増）、営業利益
は4億2800万円（223.8%増）、純利益は3億1500万円
（170.9%増）となった。電気機器・産業用システム
は、一部の顧客で在庫調整が続いたが、設備投資が堅
調に推移し、データセンターや機械装置向けに配電制
御機器やFA機器が伸長し、売上高27億430万円
（18.8％増）となった。

■�カナデン、製品サイトで物流（AGV・AMR）の情
報をまとめたコンテンツ掲載開始

　カナデンは、物流（AGV・AMR）に関する情報を
まとめたコンテンツの掲載を開始した。

　公開開始時点では、AGV・AMRの基礎知識や関連
製品情報をまとめたものとなっており、「AGV（無
人搬送車）とは」「AGVの種類とは」「AGVの仕組
み」「AGVのメリットとは」「AMR（自律走行搬送
ロボット）とは」「AMRのメリットとデメリット」
などが掲載されている。

■�サンワテクノス、横浜支店を移転
　サンワテクノスは、横浜支店を移転し、8月21日か
ら新事務所での営業を開始した。
　新住所は神奈川県横浜市港北区新横浜2-3-12新横浜
スクエアビル6F、電話番号は045-471-5715。

■�サンワテクノス、台湾の台北国際自動化工業展の出
展レポート動画を公開

　サンワテクノスは、2023年8月23日から26日に台湾
で開催された産
業オートメーシ
ョ ン の 展 示 会
「台北国際自動
化工業展」に出
展。会場やブー
スの雰囲気、出
展製品等の様子を、同社のバーチャルプロモーション
担当の「三來部（みくるべ）さんわ」ちゃんが紹介す
る動画をYoutubeで公開した。
　ブースでは取扱製品をデモ機を中心に展示し、ロボ
ットを操作してモグラ叩きゲームができるデモ機や、
高速スピンドルモータ搭載ロボットが3種類のツール
を駆使した加工デモなどを紹介している。

■�福西電機、ダイバーシティなど多様な働き方を推進
する「DEI推進室」設置

　福西電機は、「ダイバーシティ（多様性）」「エク
イティ（公平性）」「インクルージョン（包括性）」
を実現して働きやすい職場環境を実現する組織として
「DEI推進室」を設置した。

■�スズデン、宮城県黒川郡の大和工場が、鹿島建設の
広報誌「KAJIMA」に掲載

　スズデンは、2022年5月から操業を開始した宮城県
黒 川 郡 の 大 和 工 場 が 、 鹿 島 建 設 の 広 報 誌
「KAJIMA」のKworksコーナーに掲載された。

　同工場は、スズデンを発注者として鹿島建設東北支
店建築設計部が設計を担当。2021年7月に建設を開始
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安定した需要続く配線接続機器
　
配
線
接
続
機
器
は
、
機
器
・
装
置
の
配
線
を
つ

な
い
で
電
気
や
信
号
を
な
ど
伝
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
通
信
用
な
ど
の
微
少
用
途
か

ら
高
圧
電
流
な
ど
高
容
量
用
途
ま
で
幅
広
い
。

　
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
情
報
通
信
の
イ
ン
フ
ラ

投
資
や
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
関
連
投
資
、
さ
ら
に
は
人

手
不
足
を
背
景
に
し
た
自
動
化
・
省
人
化
投
資
の

拡
大
な
ど
で
、
需
要
は
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
旺
盛
な
需
要
の
一
方
で
、
原
材
料
の

調
達
難
か
ら
大
幅
な
納
期
遅
延
が
発
生
し
て
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や

く
生
産
対
応
が
間
に
合
う
よ
う
に
な
り
、
納
期
問

題
は
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
。
た
だ
、
円
安
や
海

外
の
政
情
不
安
も
絡
ん
で
原
材
料
価
格
が
大
幅
に

上
昇
し
て
お
り
、
配
線
接
続
機
器
メ
ー
カ
ー
の
利

益
を
圧
迫
し
て
い
る
。
各
社
と
も
価
格
改
定
を
進

め
て
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
の
転
嫁
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
配
線
接
続
機
器
の
用
途
は
、
電
子
・
電
気
機
械

か
ら
自
動
車
・
電
車
な
ど
の
輸
送
機
器
、
受
配
電

設
備
、
情
報
通
信
設
備
な
ど
、
電
気
が
使
わ
れ
る

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
昨
今
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
は
、
配
線
接
続
機
器
の
用
途
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
一
方
で
、
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化
・
省

工
数
化
を
求
め
る
声
も
強
ま
っ
て
い
る
。
人
手
不

足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
熟
練
作

業
者
の
減
少
も
あ
り
、
未
熟
練
者
で
も
簡
単
、
か

つ
安
定
し
た
品
質
で
作
業
が
で
き
る
よ
う
な
製
品

開
発
を
求
め
る
声
も
多
い
。
そ
こ
で
、
配
線
接
続

器
機
器
で
は
、
省
配
線
化
や
省
工
数
に
つ
な
が
る

製
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
う
ち
、端
子
台
は
小
型
・
省
ス

ペ
ー
ス
化
に
加
え
、
配
線
工
数
の
削
減
と
Ｄ
Ｃ

（
直
流
）の
高
耐
圧
化
な
ど
を
目
指
し
た
開
発
が
著

し
い
。
端
子
台
の
配
線
作
業
の
省
力
化
ニ
ー
ズ
は

人
手
不
足
も
加
わ
り
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　
端
子
台
の
配
線
接
続
方
法
は
、
日
本
で
主
流
に

な
っ
て
い
る
ね
じ
式
、
欧
米
で
主
流
に
な
っ
て
い

る
圧
着
端
子
を
使
用
し
な
い
ス
プ
リ
ン
グ
式
（
ね

じ
レ
ス
式
）
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
方
式
が
あ

る
。
ま
だ
ね
じ
式
の
採
用
が
多
い
も
の
の
、
人
手

不
足
か
ら
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化
対
策
と
し

て
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
採
用
が
増
え
て
い
る
。

　
日
本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着
端
子
台

（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い
る
。

特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の
多
い
用
途
で

　
端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
配
線
接
続
機
器
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。
工

場
な
ど
で
の
設
備
投
資
や
都
市
再
開
発
に
伴
う
建
設
需
要
、
そ
し
て
情
報
化
の

進
展
に
伴
う
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
け
ん
引
し
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
人

手
不
足
や
人
件
費
高
騰
な
ど
へ
の
対
応
も
深
刻
で
、
配
線
接
続
機
器
も
省
人
・

省
工
数
化
に
つ
な
が
る
製
品
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

た
納
期
対
応
も
よ
う
や
く
収
束
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
原
材

料
価
格
の
高
騰
が
進
ん
で
お
り
、
利
益
面
で
苦
労
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
多

い
。
先
行
き
の
需
要
は
堅
調
拡
大
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
市
場
環
境
は
非
常
に

明
る
い
状
況
が
継
続
し
そ
う
だ
。

幅
広
い
分
野
で
引
き
合
い
活
発

作
業
能
率
向
上
へ
自
動
機
活
用

納期遅延問題は収束の方向
人手不足背景に進む省力化

ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基
板
に
直
接
給
電
す
る
こ

と
で
、
大
幅
な
小
型
化
と
電
力
損
失
の
低
減
が
図

れ
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
も
の
だ
。
コ

ネ
ク
タ
の
採
用
で
電
線
の
ハ
ー
ネ
ス
化
に
よ
る
組

み
立
て
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う
効
果
も
見
込
め
る
。

　
最
近
発
売
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台
と

し
て
、
配
線
を
端
子
側
面
か
ら
挿
入
す
る
プ
ッ
シ

ュ
イ
ン
端
子
台
で
、
設
置
高
さ
方
向
の
ス
ペ
ー
ス

に
余
裕
の
な
い
場
合
で
も
配
線
が
容
易
に
行
え

る
。
丸
端
な
ど
の
ね
じ
式
配
線
接
続
式
と
方
向
が

同
じ
の
た
め
、
ね
じ
式
端
子
台
か
ら
の
切
り
替
え

も
進
め
や
す
く
、
側
面
配
線
の
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル

ダ
ク
ト
ま
で
の
配
線
曲
げ
も
不
要
に
な
る
な
ど
の

利
点
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台
が
、
配
線

方
式
に
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
を
採
用
し
て
配
線
工
数

と
端
子
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
取

り
外
し
可
能
な
足
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
縦
横

兼
用
で
使
用
で
き
る
コ
ネ
ク
タ
端
子
台
だ
。
足
を

外
し
た
場
合
は
縦
向
き
に
、
足
を
付
け
た
ま
ま
の

場
合
は
横
向
け
に
と
、
１
台
で
縦
向
き
・
横
向
き

の
両
方
に
対
応
可
能
に
な
る
。
在
庫
を
削
減
で

き
、
盤
の
小
型
化
に
も
貢
献
す
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
人
手
不
足
や
人
件
費
高
騰
対
策

か
ら
省
力
化
に
つ
な
が
る
自
動
工
具
の
需
要
も
拡

大
し
て
い
る
。
自
動
ケ
ー
ブ
ル
カ
ッ
タ
ー
機
、
自

動
電
線
剥
き
機
、
自
動
圧
着
機
な
ど
だ
。
手
動
工

具
か
ら
機
械
に
よ
る
自
動
工
具
の
使
用
で
作
業
効

率
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
手
動
に
比
べ
個
人

差
の
少
な
い
作
業
に
つ
な
が
り
、
操
作
も
簡
単
に

な
っ
て
い
る
た
め
採
用
が
増
え
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｄ

な
ど
と
連
携
し
た
、
配
線
接
続
機
器
の
マ
ー
キ
ン

グ
プ
リ
ン
タ
の
使
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
省

力
化
を
目
指
す
取
り
組
み
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
中
で
新
発
想
の
配
線
方
法
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
や
制

御
盤
の
筐
体
面
か
ら
取
り
出
す
多
数
の
ケ
ー
ブ

ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ン
ジ
ッ
ト
類
を
集
約
し
、
専
用

工
具
不
要
で
簡
単
に
組
み
立
て
が
で
き
る
も
の
。

コ
ネ
ク
タ
や
圧
着
端
子
が
付
い
た
状
態
の
ケ
ー
ブ

ル
を
、
分
割
式
フ
レ
ー
ム
と
分
割
形
ケ
ー
ブ
ル
グ

ロ
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
素
早
く
簡
単
に

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
護
等
級

も
最
大
Ｉ
Ｐ
68
に
対
応
で
き
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
に

も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
評
価
を
高
め
て
い
る
。

　
用
途
も
工
作
機
械
、鉄
道
、建
機
な
ど
に
加
え
、

人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
機
械
や
医
薬
製
造
機

械
な
ど
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
ビ
ル
設

備
な
ど
の
配
線
用
途
で
も
採
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら
民
生

機
器
、車
載
、社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需
要
の
裾
野
が

非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
市
場
を
形
成

し
て
い
る
。
人
手
不
足
と
賃
金
の
上
昇
が
今
後
ま

す
ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
こ

の
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
配
線
接
続
機
器

で
も
進
み
、
自
動
配
線
設
計
シ
ス
テ
ム
や
自
動
配

線
作
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
普
及
が
見
込
ま
れ
る
。

は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続
信
頼
性
が
高
い

と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だ
。
ス
プ
リ
ン
グ
式
は

ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し
込
む
だ
け
で
配
線
作
業
が
完
了

し
、
ね
じ
締
め
作
業
や
締
め
る
加
減
も
不
要
な

ど
、
省
力
化
効
果
は
大
き
い
。
ま
だ
配
線
作
業
が

不
慣
れ
な
初
心
者
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
作
業
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
作
業
者
で
な
く
て
も
配
線

技
術
習
得
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、
懸
念
さ
れ
て
い

た
振
動
で
の
配
線
の
緩
み
や
経
年
で
の
信
頼
性
に

対
す
る
心
配
も
使
用
実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
払
拭

さ
れ
、
採
用
加
速
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
ス
プ
リ
ン
グ
式
も
こ
こ
に
き
て

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
配
線
工

具
不
要
で
配
線
作
業
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
。

　
従
来
、
専
用
の
配
線
工
具
を
使
用
す
る
方
法
が

多
か
っ
た
が
、
ケ
ー
ブ
ル
の
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は

使
い
分
け
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、
配
線
作
業
の

省
力
化
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
煩
わ
し
さ
も
あ
っ

た
。

　
配
線
工
具
に
は
、
配
線
ケ
ー
ブ
ル
の
先
に
フ
ェ

ル
ー
ル
を
装
着
す
る
た
め
の
工
具
も
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
フ
ェ
ル
ー
ル
も
最
近
は
使
用
し
な
い
で

配
線
す
る
方
法
も
登
場
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
を

そ
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込
む
こ
と
で
配
線
作
業

が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
一
段
と
省
工
数
化
が
図

れ
る
。
配
線
が
き
ち
ん
と
接
続
で
き
て
い
る
か
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表
示
も

可
能
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
作
業
ミ
ス
な

ど
接
続
不
良
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
接

続
信
頼
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
接
続
方
法
は
日
進
月
歩

で
改
良
が
進
ん
で
、使
い
や
す
さ
が
増
し
て
い
る
。

　
同
時
に
用
途
も
、
従
来
ス
プ
リ
ン
グ
式
は
制
御

用
途
や
小
電
流
用
途
を
中
心
に
普
及
が
進
ん
で
い

た
が
、
こ
こ
数
年
、
電
磁
開
閉
器
や
配
線
ブ
レ
ー

カ
ー
に
加
え
、
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
や
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
電
源
な
ど
、
従
来
は
ね
じ
式
接
続
が
使
用
さ
れ

て
い
た
機
器
で
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
採
用

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
電
流
用
で
の
ス

プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
急
速
に

拡
充
し
て
い
る
。
１
５
０
０
Ⅴ
／
３
０
０
Ａ
の
高

圧
・
高
電
流
の
動
力
・
電
源
用
途
に
対
応
し
た

り
、
電
線
径
２
０
０
平
方
㍉
㍍
と
い
う
太
線
で
も

ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
裸
の
電
線

接
続
が
可
能
な
端
子
台
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸
型
圧
着
端
子
台
（
丸

端
）
で
配
線
後
の
増
し
締
め
を
す
る
と
い
う
習
慣

が
定
着
し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
接
続
信

頼
性
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り
に
加
え
、
人
手
不

足
も
重
な
り
、
徐
々
に
こ
の
習
慣
が
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
増
し
締
め
が
不
要
に
な
る
こ
と
で
、
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
優
位
性
が

高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
場
に
大
き
な
変
化
が

出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は
公
共
建
設
物
や
送
配

電
分
野
で
は
ね
じ
式
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
法
的
な
規
制
が
徐
々
に
見
直
さ
れ
、
国
土
交

通
省
発
行
の
公
共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書
（
電
気

設
備
工
事
編
）
の
令
和
４
年
（
22
年
）
度
版
に
、

「
ね
じ
な
し
端
子
」
が
制
御
盤
に
使
用
す
る
器
具

の
端
子
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ス
プ

リ
ン
グ
端
子
を
国
交
省
公
認
で
公
共
案
件
に
も
使

用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に
外

部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す
る
た
め
の

大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い

る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
サ
ー
ボ
ア
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現
在
、
日
本
国
内
に
お
い
て
省
工
数

・
省
ス
ペ
ー
ス
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か

ら
、
「
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
接
続
」
が
急

　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

　
ソ
ル
ト
ン
は
、
独
・
ア
イ
コ
テ
ッ
ク

（
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ
ｅ
ｋ
）
社
の
顧
客
ニ
ー
ズ

配
線
接
続
機
器
　

主
要
各
社
の

製
品
紹
介

配
線
作
業
時
間
を
大
幅
短
縮

フエニックス・コンタクト

http://www.phoenixcontact.co.jp

圧着レス大電流用端子台
「ＰＴＰＯＷＥＲシリーズ」

速
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン

タ
ク
ト
で
は
、
大
電
流
端
子
台
に
着
目

し
、
圧
着
レ
ス
で

接
続
可
能
な
大
電

流
用
の
端
子
台

「
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
を

販
売
し
て
い
る
。

　
動
力
系
・
電
源

系
の
太
い
電
線

を
、
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

ｉ
ｎ
、
も
し
く
は

裸
線
の
ま
ま
端
子

台
に
差
し
込
み
、

レ
バ
ー
を
回
転
す

る
だ
け
で
素
早
く

・
簡
単
・
安
全
に

「
圧
着
レ
ス
」
接
続
が
完
了
す
る
た

め
、
圧
着
端
子
が
不
要
と
な
り
、
さ
ら

に
作
業
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
配
線
時
間

も
大
幅
に
短
縮
で
き
る
。

　
定
格
電
流
／
電
圧
は
、
最
大
３
０
９

Ａ
／
１
５
０
０
Ｖ
で
、
適
用
電
線
は
最

大
１
８
５
㎟
。

　
さ
ら
に
、
端
子
台
間
の
渡
り
は
、
ブ

リ
ッ
ジ
バ
ー
（
２
極
用
、
３
極
用
あ

り
）
を
挿
入
す
る
だ
け
で
可
能
。
ま

た
、
分
岐
プ
ラ
グ
を
使
っ
て
最
大
４
分

岐
も
容
易
（
０
・
５
―
10
㎟
に
対

応
）
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
電
線
で
の
試
験
も
行
っ
て
お

り
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
35
に
は
38
㎟
、

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
50
に
は
60
㎟
、
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
95
に
は
１
０
０
㎟
電
線
が

接
続
可
能
で
あ
る
。
旧
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
で

あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
１
１
に
準
拠

し
て
お
り
、
国
内
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
端

子
台
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
集
約
と
難
燃
性
両
立

ソルトン

https://www.solton.co.jp/

ケーブルエントリーシステム

に
応
え
続
け
る
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ス
テ
ム
の
販
売
し
て
い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー

ス
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
チ

ュ
ー
ブ
の
配
線
作
業

効
率
を
高
め
る
構
造

と
し
て
フ
レ
ー
ム

（
丸
・
角
）
と
配
線

保
持
の
グ
ロ
メ
ッ
ト

そ
れ
ぞ
れ
が
分
割
で

き
、
動
力
・
信
号
・

通
信
系
統
を
一
カ
所

の
貫
通
穴
に
自
由
自

在
に
設
置
・
集
約
が

で
き
る
。

　
シ
リ
ー
ズ
は
、
φ

１
㍉
〜
最
大
１
１
５

㍉
ま
で
の
配
線
径
に

対
応
。

　
認
証
規
格
は
Ｕ
Ｌ
94
―
Ｖ
０
だ
け
で

は
な
く
、
鉄
道
業
界
で
広
く
知
ら
れ
る

欧
州
難
燃
性
規
格
Ｅ
Ｎ
４
５
５
４
５
―

２
（
Ｈ
Ｌ
３
）
、
Ｅ
Ｎ
４
５
５
４
５
―

３
、
ま
た
２
０
２
２
年
に
は
日
本
の
鉄

道
難
燃
性
規
格
で
あ
る
車
材
燃
試
「
難

燃
性
」
認
定
を
受
け
た
。
　

　
さ
ら
に
注
目
部
品
と
し
て
可
燃
性
が

想
定
さ
れ
る
箇
所
に
発
泡
性
シ
ー
ル
材

を
貼
付
、
約
２
０
０
℃
の
熱
を
感
知
す

る
と
膨
れ
上
が
り
、
約
45
分
間
配
線
用

の
貫
通
穴
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
で
き
、
炎

を
屋
外
へ
拡
散
さ
せ
な
い
重
要
な
部
品

で
あ
る
。
製
品
設
計
に
新
発
想
を
提
供

し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
製
品
に
は
、
弾
性
シ
ー

ル
ド
ク
ラ
ン
プ
、
盤
内
部
配
線
を
見
や

す
く
す
る
ス
ト
レ
イ
ン
リ
リ
ー
フ
、
ぎ

ら
つ
き
を
抑
え
た
盤
内
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
を
販
売
し
て
い
る
。

工
具
な
し
で
片
手
配
線
実
現

オータックス

https://www.otax.co.jp/

スクリューレス基板用端子台
「ＴＢ-ＫＤシリーズ」

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

信
機
器
、
事
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機

器
向
け
に
40
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り

製
造
・
販
売
を
し
て
い
る
。

　
コ
ネ
ク
タ
に

お
い
て
は
角
形

コ
ネ
ク
タ
を
本

格
的
に
供
給
し

て
お
り
、
Ｆ
Ａ

分
野
を
中
心
と

し
た
産
業
機
器

向
け
に
既
存
の

ス
イ
ッ
チ
・
端

子
台
事
業
に
加

え
た
商
品
群
の

一
つ
と
し
て
事

業
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
端
子
台
に
お
い
て
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、

エ
ア
コ
ン
市
場
向
け
に
顧
客
専
用
品
を

中
心
と
し
た
商
品
を
展
開
し
て
い
る

が
、
新
た
に
標
準
品
と
し
て
特
許
申
請

中
の
ス
ク
リ
ュ
ー
レ
ス
基
板
用
端
子
台

「
Ｔ
Ｂ
―
Ｋ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。
指
で
プ
ッ
シ
ャ
ー
を
深

く
押
す
と
プ
ッ
シ
ャ
ー
が
自
動
回
転
し

て
電
線
の
開
放
状
態
で
ロ
ッ
ク
さ
れ
、

さ
ら
に
プ
ッ
シ
ャ
ー
の
ツ
バ
を
軽
く
上

に
引
っ
張
る
と
ロ
ッ
ク
が
解
除
し
て
電

線
が
保
持
さ
れ
る
と
い
う
独
自
の
構
造

を
採
用
。
工
具
不
要
で
片
手
で
配
線
作

業
が
で
き
、
接
続
信
頼
性
の
高
い
ス
ク

リ
ュ
ー
レ
ス
端
子
台
と
し
て
今
後
の
拡

販
に
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
発
型
総
合
機
構
製
品
製
造

サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
）
の
展
開
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
タ
イ
工
場
（
プ
ラ

チ
ン
ブ
リ
県
）
の
拡
張
が
終
了
し
、
２

０
２
３
年
９
月
か
ら
稼
働
開
始
し
た
。

切断・被覆・圧着を素早く正確に

日本ワイドミュラー株式会社
https://www.weidmuller.co.jp

東日本支店　TEL：03-6711-5302              西日本支店　TEL：  06-6304-6963
中   部 支店　TEL：052-228-7788　          九  州  支店　TEL：092-419-7221

昨今の製造現場の人手不足や人件費高騰は大きな課題になっており、配線ケーブル製作に
おいて、従来の手作業から自動機を活用するニーズが増えています。

ワイドミュラーの自動工具は工程がシンプルでありながら、配線ケーブルを正確に素早く
製作が可能です。また柔軟な設定の変更も可能なため、作業現場で必要とされる臨機応変
な作業にも対応します。ワイドミュラーは自動工具で、産業接続の効率化に貢献します。

自動工具で配線作業をより効率化

ケーブルカッター

CUTFIX PRO
ストリップ機

POWER STRIPPER 6.0 /
POWER STRIPPER 16.0

ストリップ& 圧着機
CRIMPFIX LS

圧着機
POWER CRIMPER

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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配
線
時
間
短
縮
と
誤
配
線
防
止

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp

盤間端子台「ＢＫＴ―20形」

注
力
し
て
い
る
。

　
盤
間
端
子
台
は
、
電
線
を
接
続
し
た

ま
ま
で
、
端
子
台
の
１
次
側
、
２
次
側

を
分
離
で
き
る
も
の

で
、
盤
間
の
配
線
作
業

時
間
を
短
縮
で
き
、
設

置
す
る
場
所
で
配
線
作

業
時
に
お
い
て
、
誤
配

線
を
心
配
す
る
必
要
が

な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装

置
間
の
配
線
接
続
、
お

よ
び
取
り
外
し
が
容
易

に
行
え
、
端
子
ね
じ
は

バ
ネ
ア
ッ
プ
式
の
た

め
、
配
線
作
業
性
も
良

い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出

荷
す
る
前
に
工
場
で
電
気
検
査
を
行
っ

た
後
、
出
荷
時
に
は
い
っ
た
ん
分
離

し
、
現
場
で
設
置
時
に
再
び
組
み
立
て

る
が
、
盤
間
端
子
台
を
使
う
こ
と
で
、

制
御
線
を
離
線
す
る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ

ッ
チ
で
取
り
外
し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ

ッ
チ
で
接
続
が
で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
定
格
絶
縁
電
圧
は
６

０
０
Ｖ
30
Ａ
・
40
Ａ
で
、
20
Ａ
対
応
品

も
開
発
す
る
予
定
。

　
準
拠
規
格
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
８
２
０
１

―
７
―
１
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
０

１
。
適
合
電
線
は
３
・
５
ｓ
ｑ
・
５
・

５
ｓ
ｑ
。

工
具
不
要
で
結
線
が
容
易

ＷＡＧＯ

https://www.wago.co.jp/

レバー操作タイプコネクタ

コ
ネ
ク
タ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
強
化
し

て
い
る
。

　
特
長
は
、
①
指
で
操
作
で
き
、
工
具

が
な
く
て
も
圧
着
端
子
不
要
で
電
線
の

接
続
、
取
り
外
し
が
で
き
る
②
複
数
の

レ
バ
ー
を
開
放
状
態
で
保
持
で
き
る
た

め
多
芯
ケ
ー
ブ
ル
や
ジ
ャ
ン
パ
の
着
脱

が
容
易
③
レ
バ
ー
の
位
置
で
ス
プ
リ
ン

グ
の
開
閉
状
態
が
明
確
に
判
る
た
め
確

実
に
作
業
で
き
る
④
フ
ェ
ル
ー
ル
圧
着

線
や
単
線
は
差
し
込
む
だ
け
の
プ
ッ
シ

ュ
イ
ン
結
線
が
可
能
。

　
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
３
・
５
㎜

ピ
ッ
チ
０
・
14
〜
１
・
５
㎟
／
10
Ａ
、

５
㎜
ピ
ッ
チ
０
・
２
〜
２
・
５
㎟
／
16

Ａ
、
７
・
62
㎜
ピ
ッ
チ
０
・
５
〜
10
㎟

／
41
Ａ
、
10
・
16
㎜
ピ
ッ
チ
０
・
75
〜

25
㎟
／
76
Ａ
の
４
種
類
を
用
意
。

　
信
号
線
か
ら
電
源
線
ま
で
幅
広
い
用

途
に
対
応
で
き
る
。
専
用
ア
ク
セ
サ
リ

と
し
て
脱
落
防
止
用
ロ
ッ
キ
ン
グ
デ
バ

イ
ス
や
ジ
ャ
ン
パ
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
キ

ー
な
ど
も
用
意
（
機
種
に
よ
り
設
定
有

無
あ
り
）
。

自
動
工
具
の
需
要
増
に
対
応

ワイドミュラー

https://www.weidmuller.co.jp/ja/index.jsp

自動電線剥き＆圧着機
「ＣＲＩＭＰＦＩＸ　ＬＳ」

る
。

　
日
本
市
場
は
、
長
年
ネ
ジ
接
続
技
術

が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
こ

の
10
年
で
産

業
市
場
に
は

Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
―

Ｉ
Ｎ
接
続
技

術
が
普
及

し
、
推
定
40

％
近
い
配
線

接
続
に
採
用

さ
れ
て
お

り
、
こ
の
流

れ
は
こ
れ
か

ら
も
広
が
る

と
み
て
い

る
。
そ
の
流

れ
を
受
け
、
日
本
法
人
で
も
工
具
事
業

を
２
０
２
３
年
７
月
よ
り
本
格
展
開
を

開
始
し
た
。

　
昨
今
の
製
造
現
場
で
の
人
手
不
足
、

人
件
費
高
騰
か
ら
現
場
で
は
よ
り
作
業

効
率
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
。
さ
ら

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
―
Ｉ
Ｎ

接
続
技
術
の
普
及
も
あ
り
、
そ
れ
に
対

応
す
る
自
動
工
具
の
需
要
が
増
し
て
き

て
い
る
。

　
多
く
の
自
動
工
具
の
中
か
ら
、
ま
ず

は
需
要
の
高
い
と
思
わ
れ
る
自
動
ケ
ー

ブ
ル
カ
ッ
タ
ー
機
、
自
動
電
線
剥
き

機
、
自
動
圧
着
機
、
さ
ら
に
は
自
動
電

線
剥
き
兼
圧
着
機
の
４
種
類
を
日
本
市

場
に
展
開
す
る
。

　
特
に
自
動
電
線
剥
き
兼
圧
着
機
は
、

日
本
の
電
線
径
０
・
３
、
０
・
５
、
０

・
75
、
１
・
25
、
２
㎟
に
対
応
し
て
い

る
。
東
京
・
品
川
の
本
社
に
は
即
実
演

が
で
き
る
デ
モ
機
も
用
意
し
て
い
る
。

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電線接続表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

め
作
業
が
な
い
た
め
、
配
線
を
差
し
込

む
だ
け
で
ブ
ス
バ
ー
に
つ
な
が
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
な
し
で
す
ぐ
に
配
線
作
業
が

で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ー
ス
配
線
の

作
業
時
間
が
約
４
分

の
１
に
、
ブ
ス
バ
ー

へ
の
取
り
付
け
時
間

も
約
３
分
の
１
に
短

縮
。
し
か
も
、
ね
じ

増
し
締
め
も
不
要

で
、
ね
じ
締
め
の
ト

ル
ク
管
理
や
専
用
工

具
管
理
も
な
く
な

る
。

　
ま
た
、
電
線
接
続

状
態
の
表
示
（
イ
ン

ジ
ケ
ー
タ
）
は
、
電

線
が
確
実
に
接
続
さ

れ
て
か
ら
表
示
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て

お
り
、
「
安
心
・
安
全
・
確
実
」
な
作

業
実
現
で
、
差
し
込
み
結
線
の
不
安
を

解
消
で
き
る
。
寸
法
サ
イ
ズ
は
、
ブ
レ

ー
カ
ー
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
１
極
25
㍉

㍍
幅
で
設
計
し
て
お
り
、
省
ス
ペ
ー
ス

化
に
貢
献
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け

ね
じ
は
本
体
に
組
み
込
ん
で
い
る
た

め
、
ね
じ
の
落
下
の
心
配
が
な
く
、
安

全
、
か
つ
効
率
的
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
端
子
台
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
形
」
は
、
各
メ
ー
カ

ー
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
端
子
台
・

ケ
ー
ブ
ル
・
圧
着
端
子
の
導
電
部
全
て

に
ア
ル
ミ
を
使
用
し
た
「
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
。

ス
タ
ッ
ド
式
タ
イ
プ
で
充
実
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
38
ｓ
ｑ
〜

４
０
０
ｓ
ｑ
ま
で
対
応
可
能
。

主
要
各
社
の
製
品
紹
介

配
線
接
続
機
器

　
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
各
種
の
配
線

接
続
向
け
に
工
具
事
業
を
展
開
し
て
い

　
不
二
電
機
工
業
の
産
業
用
分
電
盤
な

ど
の
省
施
工
に
貢
献
す
る
電
線
接
続
表

示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き
ア
ー
ス
速

結
端
子
台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
は
、
ね
じ
締

　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
社
は
、
レ
バ
ー
操
作
で
電

線
を
接
続
で
き
る
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ス
プ
リ
ン
グ
式

　
電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
盤
間

端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20
形
」
の
販
売
に
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■�岡本硝子、千葉県柏市の本社工場でガラス生産設備
を増強

　岡本硝子は、プロジェクター用フライアイレンズを
製造する千葉県柏市の本社工場（千葉県柏市十余二
380番地）について、ガラス溶融炉の設備更新に合わ
せ、ダイレクトプレス技術の再進化に向けて新しい成
型方法を導入した溶融炉と成型設備を導入する。
　今回の設備投資でレンズの小型化や高精度化・セル
の微細化を実現し、プロジェクターの固体光源化対応
と、より高精度が要求される車載分野への商品展開を
目指す。
　設備投資金額は約6億9000万円。2025年4月の稼働
開始の予定。

■�日本コンクリート工業と出光興産、合成炭酸カルシ
ウム製造のためのパイロットプラントを滋賀工場内
に建設

　日本コンクリート工業（日コン）と出光興産は、共
同で取り組んでいる合成炭酸カルシウム製造・販売の
事業化とCO2再資源化技術の社会実装について、取り
組みの第一弾として「コンクリートスラッジを利用し
た合成炭酸カルシウム製造によるCO2固定化実証試

験」のパイロットプラントを、日コン子会社のNC西
日本パイル製造の滋賀工場内に建設する。
　パイロットプラントにおける合成炭酸カルシウムの
製造能力は700㌧/年で、設備の性能と製造した合成
炭酸カルシウムの品質を確認し、市場の確保ができ次
第、滋賀工場設備を商業機に切り替え稼働させる予
定。また量産化に向け、日コングループの他の工場で
もプラントを順次立ち上げ、2024年度内の商業化を
目指す。

■�北海道はまなす食品、北海道北広島市から江別市に
新工場移
転

　納豆の製
造を行う北
海道はまな
す食品は、
北海道北広
島市にあっ
た本社工場
について、江別市西野幌497-25に新工場を建設して
移転した。

■�フルハシEPO、千葉県柏市の資源循環事業の新工
場「柏リサイクルガーデン」が稼働

　フルハシEPOは、千葉県柏市大島田で建設を進め
てきた「柏リサイクルガーデン」が稼働開始した。
　新工場は資源循環事業の事業所として、廃プラスチ
ック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラ
スくず・コンクリートくずおよび陶磁器くず、がれき
類を破砕し、廃プラスチック類、紙くずを圧縮して中
間処理を行う。処理量は年間3万立方㍍を見込む。
　新工場への投資額は約5600万円。敷地面積は1301
平方㍍、工場棟面積は1561.7平方㍍。

■�YKK�AP、埼玉県児玉郡美里町の埼玉工場の新建屋
が完成＆稼働開始

　YKK APは、首都圏・東日本エリアへの競争力を強
化するビル事業の基幹工場として埼玉県美里町に建設
を進めていた埼玉工場の新建屋が5月に完成し、7月
31日から操業を開始した。

　同工場はビル用アルミ建材商品の製造拠点で、新建
屋では社内の機械製造部門による合理化設備での集約
生産、自動化工程の拡大、データ連動したラインづく
りなどのモノづくり改革により、製造コストを従来の
25％削減。また、ユニットロード化やモーダルシフ
トによるロジスティクス改革も含め、発注から納品ま
でのリードタイムを最大11日短縮している。さら
に、「働きがいのある工場」をコンセプトに高断熱外
皮や断熱性・換気性に優れた窓、調光照明、高効率空
調を採用してCO2排出量を30％削減。太陽光発電（発
電能力1時間あたり1100kWh）と再生可能エネルギー
調達によってCO2排出実質ゼロを実現するほか、雨水
の利用も行い、地球環境や働く人にやさしい工場を目
指す。
　新建屋は鉄骨造2階建で、敷地面積は4万1920平方
㍍、延床面積は2万3078平方㍍。投資金額は、合計約
58億円（土地8億円、建屋34億円、設備他16億円）。

■�カンロ、長野県松本市の松本工場でグミ生産設備を
増強　生産能力30%増へ

　カンロ飴やグミなどを製造販売するカンロは、長野
県松本市大字笹賀の松本工場のグミ製造棟を拡張し生
産力を強化する。
　昨今のグミブームを背景にグミ市場は拡大傾向が継
続しており、今回のグミ製造棟の拡張によって松本工

国内
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増強し、2023年中に現在の年間2000台から1.5倍の
3000台に引き上げる予定。

■�松屋アールアンドディ、ベトナムに新工場
　松屋アールアンドディは、ベトナム・ドンナイ省ホ
ーナイ工業
団地内に建
設していた
新工場が完
成した。9
月に稼働を
開始する。
　新工場で
は、独自開
発の生産管
理システム
を各事業に導入して生産性を大きく改善させていく。
不良がいつ、どこで、だれが行った作業かを瞬時に特
定するトレーサビリティ機能により、生産現場におけ
る不良対応を迅速に実施し、生産効率を上げてコスト
を大きく削減していくほか、データ入力の自動化によ
るインプットミスの削減、誤った部品の投入や、必要
な工程を飛ばしてしまうなどあらゆる不良の原因とな
るリスクを低減する各種ポカヨケ装置により、不良率
を大きく減らし、
製造現場でのコス
ト削減を図ってい
く。また太陽光な
どクリーンエネル
ギーの活用により
C O 2削 減 を 進 め
る。
　敷地面積は4万
1 6 3 4 . 8 0 平 方 ㍍
で、建築面積は2
万 5 4 6 6 . 6 5 平 方
㍍ 。 投 資 金 額 は
20億円。

場の生産能力は約
30%増となる。増
築分の延床面積は
約700平方㍍で、
完成後は既存のグ
ミ製造棟2400平
方 ㍍ と 合 わ せ て
3100平方㍍とな
る。投資予定金額
は 約 1 4 億 円 。
2023年に建設開
始し、2024年10
月 に 稼 働 開 始 予
定。

■�グラノプト、秋⽥県能代市にファラデーローテータ
の新工場を建設

　住友金属鉱⼭と三菱ガス化の合弁会社のグラノプト
は、光通信市場の成長に伴って需要が拡大している光
アイソレータ等の材料に使われるファラデーローテー
タ（ファラデー回転子、FR）について、秋田県能代
市扇田字扇渕にある能代工業団地内に新工場（秋田県

能代市扇田字扇渕4番地12）を建設した。
　新工場は、現在FRを製造している工場の北隣に建
設。BCP対応に加え、太陽光発電の設置、カーボン
ニュートラル製品の供給やスマート工場化に対応でき
るような設計となっている。鉄筋造り地上2階建で、
敷地面積は1万1586平方㍍、建屋面積6706平方㍍。

■�DOWAエコシステム、熊本県宇城市松橋町にリサ
イクル事業の新工場

　DOWAエコ
システムは、
九州地区にお
ける環境・リ
サイクル事業
のさらなる拡
充に向け、熊
本県宇城市松
橋町萩尾地内
に新たにリサイクル事業拠点となる熊本新工場を新設
する。
　新工場は子会社のアクトビーリサイクリングの分工
場の建設からスタートし、アクトビー分工場では家電
4品目由来の非鉄金属・プラスチックの単一素材化や
小型家電リサイクル、RPF（固形燃料）製造などを
行う。将来的には、九州地区に集積が見込まれる半導
体産業を主な顧客とした貴金属リサイクルや、大量排
出が見込まれるリチウムイオン電池、太陽光パネルの
リサイクルなども検討していく。
　敷地面積は約10万平方㍍（開発面積）、約6.8万平
方㍍（有効面積）。建屋面積は約6000平方㍍（アク
トビー分工場）。2023年8月に着工、2025年春頃稼働
開始。投資金額は約50億円。

海外

■�日華化学、バングラデシュに現地法人設立＆新工場
を建設

　日華化学は、バングラデシュのバングラデシュ経済
特区に現地法人Nicca Bangladesh Co., Ltd.（仮）を
設立し、繊維加工用界面活性剤を製造する新工場を建
設する。
　バングラデシュは中国に次ぐ世界第2位のアパレル
輸出国であり、繊維産業は国のメイン産業と位置付け
られ、外資誘致推進や大型投資が積極的に行われてい
る。
　新工場の敷地面積は1万3602平方㍍。稼働開始は
2025年中を予定している。

■�フジテック、インドのチェンナイ市近郊のエレベー
ター工場の第二工場が稼働開始

　フジテックのグループ法人フジテック・インドは、
インド・チェンナイ市近郊のエレベーター工場に第二
工場を建設し、全面稼働を開始した。
　 同 工 場
は、需要が
高まるイン
ド国内での
拡販や南ア
ジア地域へ
の輸出拡大
を 目 的 と
し、生産ス
ペースを従
来の2倍以
上に拡張。新たに高さ78.9㍍のエレベーター研究塔
を建設し、高速機種の機器開発など現地での開発体制
を強化し、建物の高層化が進むインドのエレベーター
需要に対応する。敷地面積は3万9000平方㍍。
　フジテック・インドは、インド国内での生産能力を


